





































　平成 26 年（2014 年）10 月に気候変動に関する政府間パネル（IPCC）
第 40 回総会において IPCC 第 5 次評価報告書統合報告書が採択された。
同年 12 月にペルーのリマで開催された国連気候変動枠組条約第 20 回

























は、すべての国が参加する 2020 年以降の枠組みについて、2015 年の
COP21 に十分先立って（準備のできる国は 2015 年第 1 四半期までに）

























平成 25 年の夏季に気象庁が東京で観測した最高気温 35℃以上の猛暑
日は 10 日を超え、最低気温が 25℃を下回らない熱帯夜は 40 日近く
なっている。全体的な傾向として、猛暑日は昭和 36 年から平成 25
年までの間に 0.8 日 /10 年、熱帯夜は昭和 6 年から平成 25 年までの
間に 3.9 日 /10 年増加しており、夏季の高温化は常態化していると言
えよう。
　また、年平均気温も 1.14℃ /100 年上昇している。（出典：気候変動
監視リポート）
　地球温暖化のリスクの一つとして、世界で感染症の増加等による
健康影響が議論されており、すでに環境省が平成 19 年 3 月に「地球
温暖化の感染症に係る影響に関する懇談会」における検討結果をも
とに、啓発パンフレットを発行している。












水温度は平成 25 年までの 100 年間に 1.08℃上昇しており、世界平均
の上昇率 0.51℃ /100 年より高くなっている。こうした温度の高い海
水域では台風が発生しやすく、その勢力が増し、大型で強い台風が
増加する原因の一つとなっている。平成 25 年 10 月には、台風によ



















　都市型水害の増加は、東京都が平成 23 年 12 月に発行した「東京
都内の中小河川における今後の整備のあり方について　中間報告書」
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の現象は、23 区中 3 番目に緑被率（22.17%）の高い杉並区でも顕著
である。（緑被率は平成 24 年度杉並区みどりの実態調査による。）
















　2013 年 12 月にワルシャワで開催された COP19 で、日本は、京都議
定書第一約束期間の削減実績は 8.2％が見込まれ、6% 削減目標を達成
すること、2020 年の削減目標を 2005 年比 3.8％減とすること（鳩山元




術の世界への応用、途上国に対する 2013 年から 2015 年までの 3 年間
に 1 兆 6 千億円（約 160 億ドル）の支援を表明した。 
　② エネルギー基本計画の閣議決定




























































　資源エネルギー庁のホームページによれば、平成 26 年 9 月末時点で
の固定価格買取制度開始後からの買取金額は総額で 12,674 億円、買取
電力量は 3,775,816 万 kWh、そのうち非住宅（いわゆるメガソーラー）


































　杉並区は東京 23 区の西端に位置し、2014 年（平成 26 年）12 月 1 日
現在で、人口 547,334 人、世帯数 304,871、人口構成は、0 歳～ 15 歳未
満 10.1%、15 歳～ 64 歳 69.0%、65 歳以上 20.9%、世帯別人口構成は単
身世帯が 56％以上を占めている。面積は 34.02km2 であり、下記の表 1
に示す通り住宅地が 85% 以上の住宅都市である。23 区中では人口は 6
番目に多く、面積は 8 番目に広い。建物は住宅がほとんどで、内訳は
戸建住宅が約 7 万戸、アパートやマンションが約 4 万棟である。　　

























　杉並区の地球温暖化対策は、平成 14 年度 （2002 年度）策定の「杉並
区地域省エネルギービジョン」に始まる。平成 22 年度 （2010 年度）の















タの平成 23 年度で家庭部門からの二酸化炭素排出量が約 51％、業務
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20 年度から 22 年度の間、運輸部門から発生する二酸化炭素削減のため
のエコドライブ支援機器設置助成を実施した。







末の区内の太陽光発電による年間想定発電量は、1240 万 kWh に上り、















や NPO と協働して省エネ・創エネの展示相談会を、年間 30 回程度開
催するなどの取組みを行ってきた。






1628 615 600 656 668 624
8421 9,911 9,655 9,748 10,167 9,765
3192 4,504 4,560 4,251 4,345 3,840
6761







































　計画期間は、杉並区の総合計画の終期にあわせ、平成 25 年度（2013 年度）







































m3/s mm/ 日 
妙正寺川 三谷橋 0.046 0.4 
善福寺川 宿橋 0.09 0.9 
神田川 和田見橋 0.85 2.5
【出典：東京都「荒川水系神田川流域河川整備計画」





















27 年度から平成 29 年度に 34 校に設置することとし、約 5 億円の経
費を見込んでいる。
　国のグリーンニューディール基金（災害時対応拠点となる公共施
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